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【背景と目的】 

 先天性筋痙攣症は新生子豚に振戦を引き起こす疾病で、

ダンス病とも呼ばれている。主に初産の母豚から生まれた

子豚に発症し、母豚は症状が無いことが多い。その原因

は遺伝性疾患、中毒、既知ウイルスの胎子感染等が考え

られ特定されていなかったが、2016 年にアメリカで非定型

豚ペスチウイルス（APPV）が本疾病の原因の一つであると

報告された。APPV はフラビウイルス科ペスチウイルス属

の 1 本鎖 RNA ウイルスで、国内でも APPV を検出した症

例が確認されている（図 1）。 

本県でも APPV の関与を疑う先天性筋痙攣症が発生し

病性鑑定を実施したので、その概要を報告する。 

 

図 1 先天性筋痙攣症と APPV 

 

【発生概要】 

2021 年 2 月に豚 254 頭（母豚 50 頭、種豚 4 頭、離乳

豚 120 頭、哺乳豚 80 頭）を飼養する本島南部の繁殖養豚

場において、初産豚（2020 年 8 月に他農場より導入）から

出生直後の子豚 13 頭全頭で激しい振戦と一部に股開き

を確認。母豚は異常無し。同日家保が立ち入り病性鑑定

を実施。後日解剖しなかった残りの 10 頭は症状が改善

（図 2）。 

 

 

 

 

図 2 農場概要および発生状況 

 

【材料と方法】 

（１）病性鑑定：発症子豚 3 頭（股開き 2 頭、活力なし 1 頭）

の解剖を実施。ウイルス学的検査は、発症子豚の 10%臓

器乳剤（脳、脊髄）および血清、発症子豚10頭の糞便スワ

ブ、当該母豚の血清から抽出した RNA を用いて CSFV、

ASFV、APPV 遺伝子検査を実施。また、発症子豚 3 頭の

血清と10%臓器乳剤（脳、脊髄）について、MDBK-SY細胞

（37℃、7 日間、3 代静置培養）、CPK 細胞（37℃、7 日間、

3代回転培養）、発育鶏卵（37℃、7日間、3代培養）、乳の

みマウス（脳内接種、7 日間、2 代培養）を用いてウイルス

分離を実施。 

一般細菌検査は定法に従い実施、病理組織学的検査

は HE 染色およびｸﾘｭｰﾊﾞｰ･ﾊﾞﾚﾗ染色 KB 染色を実施。 

（２）遺伝子解析（動物衛生研究部門へ依頼）：発症子豚 3

頭の血清由来 RNA を用い、APPV の NS3 領域および

NS5B 領域を標的とした RT-PCR を実施し、得られた塩基

配列を基に分子系統樹解析を実施（図 3）。 

（３）浸潤状況調査：2021 年 4 月から 2022 年 3 月までに病

性鑑定を実施した県内 18 農場の豚 238 頭の血清および

10%臓器乳剤等計 283 検体を用いて APPV 遺伝子検査を

実施（図 4）。 

 

 

 



 
図 3 病性鑑定：材料と方法 

 
図 4 浸潤状況調査 

 

【結果】 

（１）病性鑑定：臨床症状で激しい振戦、股開き、外陰部の

充血腫脹あり、剖検所見で腎表面に微小な点状出血を確

認（図5）。ウイルス学的検査で CSFV と ASFV の遺伝子検

査は陰性。APPVの遺伝子検査は母豚血清が陰性でその

ほかの材料は陽性、ウイルス分離は全て陰性（図 6）。 

一般細菌検査では他の病原体の関与を示唆する所見

なし。 

 

図 5 病性鑑定結果① 

 

図 6 病性鑑定結果② 

 

病理組織学的検査では 3 頭全てで腰髄における髄鞘

低形成や半腱様筋または半膜様筋の低形成、外陰部に

おいて多数の細菌を伴う表在性膿胞性皮膚炎を確認（図

7）。 

 

 

図 7 病性鑑定結果③ 

 

（２）遺伝子解析：N3 領域の塩基配列（124bp および 117bp）

は 2020 年に国内で検出された APPV とそれぞれ 96.7%

および 94.8%の類似性を示し、いずれも Genotype 3 に属

していた。また、NS5B 領域の塩基配列（578bp）は 2013 年

に福島県で検出された APPV と 96.8%の類似性を示し、こ

ちらも Genotype 3 に属していた（図 8,9）。 

（３）浸潤状況調査： 全ての検体においてAPPV特異遺伝

子は検出されなかった（図 4）。 

 

 

 

 

 

 



 

図 8 遺伝子解析結果① 

 
図 9 遺伝子解析結果② 

 

【まとめと考察】 

解剖豚 3 頭の脳・脊髄・血清、同居豚の糞便スワブから

APPV 特異遺伝子を検出、遺伝子解析の結果 APPV の

Genotype 3 に位置していた。解剖豚 3 頭の腰髄における

髄鞘低形成や半腱様筋または半膜様筋の低形成、外陰

部において多数の細菌を伴う表在性膿胞性皮膚炎を確

認。以上のことから本症例を APPV の関与を疑う先天性筋

痙攣症と診断した（図 10）。 

当該母豚の血清からウイルスが検出されなかったことか

ら直近での感染ではないと考えられたが、母豚が無症状

のため感染時期については不明である。今回検出された

APPV 特異遺伝子は国内で検出されたものと近縁であり、

国内に広く浸潤していると推察された。また、令和 3 年度

の病性鑑定材料を用いて浸潤状況調査を実施したが

APPV 特異遺伝子は検出されず、検出は先天性筋痙攣症

が確認された本症例のみであった。 

国内での APPV 感染による症例報告は少なく情報量が

乏しいことから、今後、データの蓄積やウイルス分離、病

原性の検討が必要である（図 11）。 

 

 

図 10 まとめと考察① 

 

図 11 まとめと考察② 

 


